
令和 3 年度 第 2 回加西市総合教育会議 

次 第 

日時 令和 3 年 10 月 19 日（火） 

15 時 30 分～ 

場所 加西市役所 5 階大会議室 

開 会 

１ 市長あいさつ 

２ 教育長あいさつ 

３ 協議事項 

⑴ 令和 4 年度予算について 

⑵ 学校あり方検討スケジュールについて 

⑶ 加西市の「教育のあり方」に係る勉強会について 

４ その他 

閉 会 
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令和４年度予算について 

担当課 現状と課題 取 組 

教育総務課 ■学校施設 

 耐震化工事は、平成 27 年度に完了

したが、昭和 56 年６月以降に建築さ

れた建物の改修工事を順次行う必要

がある。 

また各学校の照明器具のLED化を

進めていく必要がある。 

 

 

学校施設長寿命化計画に基づ

き計画的に改修工事を行うと共

に照明器具の更新工事（LED

化）・バリアフリー対策工事を実

施する。 

 

教育総務課 ■加西ＳＴＥＡＭ教育推進事業 

先進的な教育モデルとして魅力ある

加西市の教育を発信する。 

加西ＳＴＥＡＭ教育の啓発、推進を進

める。小学校におけるキャリア教育の

充実とそれに伴う学習意欲の向上を

図る。 

加西ＳＴＥＡＭ教育のグランド

デザインを作成する。兵庫教育大

学と連携し、職員研修を行う。 

加西ＳＴＥＡＭ教育の啓発活動

を横断的に行う。 

小学校の授業現場にキャリア教

育を導入する。ＳＴＥＡＭをテー

マにした民間企業による出前授

業を行う。 

教育総務課 ■学校給食費公会計化事業 

給食費徴収にかかる保護者の負担軽

減と教職員の管理業務の効率化を進

める。あわせて給食会計の透明性の向

上を図る。 

学校給食費を加西市の一般会計

予算に組み入れて、給食費の徴

収・管理を加西市が自らの業務と

して行う。令和５年からの実施に

向けて準備を行う。 

学校教育課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ＳＴＥＡＭ教育の推進 

 地元のものづくり企業やふるさと加

西の人・もの・ことの魅力を活用した教

科横断的な学びや体験的な学びに向け

た魅力ある学校づくりを通して、児童

生徒が自ら「問い」を立て、考え判断し、

行動できる人づくりを推進している。 

 

新学習指導要領の全面実施に伴

い、各校における「地域に開かれた

教育課程」経営の重要性が高まる

中、目指す児童生徒像を地域と共

有しながら、探究的な学びである

加西 STEAM 教育を通じて、加西市

の財産となる課題解決型次世代人

材の育成に向けた資質・能力を育

む。 

・STEAM 教育事業 

（学校づくり×STEAM 教育応援事業) 

■学力向上  

資料１ 
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学校教育課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成19年度から実施されている全国

学力・学習状況調査について、加西市の

児童生徒の結果を経年的に分析する

と、小学校は概ね全国平均並みであり、

中学校は、全国平均よりもやや高い水

準にある。その内実を分析すると、探究

心が強い児童生徒ほど、問題の平均正

答率が高い傾向にある。よって、今後、

探究心をふくらませて学びに取り組

み、児童生徒一人一人の個性と可能性

を伸ばす教育を推進していくことが求

められる。 

全国学力・学習状況調査の結果

を踏まえた授業改善や、児童生徒

の学びの探究心を高める教員の指

導力向上を図る。 

GIGAスクール構想における１人

１台端末の利活用によって、個別

最適な学びの実現を目指す。 

・学力向上プロジェクト事業 

・スクールサポーター事業 

・STEAM 教育推進事業 

・かさいがんばり学びタイム 

■学校図書館 

 文部科学省の定める学校図書標準に

ついて、令和３年度、基準に達している

のは、小学校７校、中学校１校である。

学校図書館の図書数の確保と市立図書

館との連携による環境整備を推進して

いる。読書好きな児童生徒を増やし、授

業で新聞・図書を使って思考力や判断

力、表現力を育み、探究的な学習活動を

通じて、児童生徒の情報活用能力を育

成していく必要がある。 

 

児童生徒の主体的で探究的な学

習活動を進め、学力向上につなげ

るため、各校における新規図書購

入費を支援するとともに、市立図

書館の学校図書館コーディネート

事業による支援を受け、学校図書

館の充実を図る。 

・学力向上プロジェクト事業 

・学校図書館コーディネート事業 

■外国語教育・国際理解教育 

 新学習指導要領の完全実施に伴い、

小・中学校での外国語教育及び国際理

解教育のさらなる充実を図り、加西市

で外国語教育・国際理解教育を受けた

児童生徒が、世界の多様な他者と対等

に関わり、自分自身の力で人生を切り

拓いていく力を育成する必要がある。 

 

加西市が目指す次世代課題解

決型人材の育成を視野に入れ、小

学校における外国語教育の授業

時間数増への対応、中学校での英

語力向上を図る。 

・ALT の配置 

・英語が堪能な地域人材の活用 

・英検助成 

■教職員の働き方改革 

 「加西市教育職員の勤務時間に関す

る規則」の制定し、教育職員の業務量

の適正な管理及び健康の確保につい

て実行力ある取組が求められている。

しかしながら、現状では、新型コロナ

ウイルス感染症対策や繁忙期などの

 

各校における学校業務改善を

図るため、支援員等外部人材の拡

充配置・ICT を活用した校務の

DX 化により、さらなる教員の負

担軽減を図る。 

・スクールサポーター事業 
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学校教育課 

 

業務では勤務時間の適正化が難しく、

児童生徒と向き合う時間の確保に課

題がある。 

 

（学習支援、ICT 支援員、ALT、

特別支援、部活動指導、学校事

務、看護師、学校司書 等） 

・クラウド型デジタル採点シス

テムの導入 

・メンタルヘルス（ストレス）チ

ェック・産業医面談実施の体制

整備 

総合教育センター ■教職員の資質・能力の向上 

教職員の資質・能力向上を目指し、

キャリアステージに応じた研修、今日

的課題に対応する研修、ICT 等の新し

い教育に向けた研修、さらに加西市が

取り組む STEAM 教育に関する研修の

充実が求められる。 

課題に対応すべく、フォローア

ップ研修等の充実とともに、加西

STEAM 教育の推進につながる研

修講座を計画・実施する。 

■研修設備の充実 

 オンライン研修を含めた様々な研

修形態に対応できる研修設備の充実

が必要となる。 

 コロナ禍においても、有意義な

研修が実施できる設備を充実さ

せることで、教職員の資質・能力

の向上、負担軽減を図る。 

■総合教育センター設備改修 

保護者、社会教育団体等、外部の利用

が多いため、老朽化した照明器具を計

画的に改修する必要がある。 

LED 灯具への交換を順次計画

的に行うことで、快適な環境につ

なげるとともに、消費電力の削減

を目指す。 

■教育相談の充実 

 臨床心理士による教育相談では、継

続の相談者が多い。そのため、新規の

相談を受け付けることが難しい状況

になっている。 

 臨床心理士（昼間のカウンセラ

ー）の増員により、新規相談のニ

ーズにこたえられる体制づくり

を行う。 

■適応教室の支援体制の強化 

 不登校児童生徒支援のための適応

教室を開室し、現在登録している児童

生徒は 10 名を超え、それぞれの個に

応じた通室の仕方で引きこもりを防

ぎ、学校復帰に向けて取り組んでい

る。通室生は、各自、課題を抱えてお

り、個々に応じた支援が必要である。

しかし、十分な支援を行えるだけの相

談員が不足している。 

 通室を希望した児童生徒を受

け入れられるよう、各自の課題に

応じた支援ができるよう、常駐の

相談員を増員し、適応教室の支援

体制を強化する。 

図書館 ■資料の充実  
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図書館  図書館内及び子どもの読書活動推

進のための資料の充実を図る。 

図書館内及び学校図書館との

連携用資料等を充実させる。 

■集客力の向上 

 来館者数が減少しており、複合商業

ビルに設置された図書館として、集客

力の向上を図る必要がある。また、令

和 4 年度開設予定の屋内型遊戯施設

及びテレワークセンターとの連携事

業も求められており、積極的なイベン

ト展開が必要である。 

 

イベント等の充実により、親子

連れや一般利用者の来館を増や

し図書館の活性化を図る。それと

ともに複合商業ビル内の回遊性

を図るための施策を実施するな

ど、連携を強化することで全体の

活性化を図る。 

■図書館システムの更新 

 令和 5 年 3 月に、現行図書館シス

テムのリース期間が満了するため、シ

ステム及び関連機器を更新する必要

がある（自動貸出機関連機器を除く）。 

 

システムの安定稼働を継続す

るため、システム及び機器等の更

新を実施する。 

■図書館照明の LED 化 

 蛍光灯の生産が中止になり、現在使

用している器具が手に入りにくくな

る。また、消費電力削減のためにも館

内の約 32 種類の照明器具約 1400 台

を効率的に LED 照明に交換する必要

がある。また、現状、読書するには照

度が足りない箇所がある。 

 

蛍光灯が生産中止になるため、

早期の対応が必要。LED 化するこ

とで消費電力の削減を図り、CO2

削減による地球温暖化防止に貢

献する。 

■電子図書館×STEAM 

 電子図書館サービスの導入により、

電子書籍の貸出を実施する。より多様

な利用者層への図書館サービスを拡

充する。 

 

コロナ禍により外出を控える

一般利用者への図書館サービス

の拡充を図る。市内小中学校で一

人一台配備されている端末にて

電子書籍の閲覧を可能とし

STEAM 教材として活用する。市内

外国人向けに多言語で電子書籍

の貸出サービスを行う。 

生涯学習課 

 

 

 

 

 

 

■加西市文化財保存活用地域計画 

同計画に基づき、歴史文化遺産を活

かしたまちづくりを推進する。 

 

・加西市文化財保存活用地域計

画協議会の開催 

・地域の歴史文化遺産を活かし

た活動への支援 

■史跡玉丘古墳群整備 

 平成 27 年度に策定した「史跡玉丘

 

・史跡整備委員会を開催し玉丘
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生涯学習課 

 

古墳群整備基本計画」を時点修正する

とともに、未整備の古墳整備を実施す

る必要がある。 

古墳の整備について検討する。 

・き損古墳の修繕を整備と並行

して実施する。 

■玉丘史跡公園の修繕 

 老朽化した施設の改修を計画的に

行い、利用者の安全を確保する。 

 

・公園内手すり等の改修 

・園内建物の修繕 

・市の施設整備事業と調整し、公

園整備を進める。 

■埋蔵文化財整理室の整備 

 老朽化した埋蔵文化財整理室で雨

漏りが頻発し資料保存に支障をきた

している。 

 団体事務所（旧市史編集室）の取り

壊し計画に伴い、新たな資料収蔵施設

が急務となっている。 

 

・移転・新築等も視野にいれた総

合的な再整備計画を検討する。 

■各種教室の開設 

生涯学習の推進のため、公民館を中

心とした幅広い年代の方が気軽に参

加しやすい講座、教養・社会的課題解

決等の各種講座を開設しているが、更

に内容を充実させる。 

 

各種教室×STEAM 教育 

従来の講座に加え、探求的な学

びである STEAM 教育を取り入

れた講座を企画・開催する。 

 

■公民館施設整備 

 老朽化した施設の改修を計画的に

行い、環境改善に取り組む必要があ

る。特に体育館の水銀灯及び各会議室

や廊下等の蛍光灯のLED化を図る必

要がある。 

 

 

令和３年度の体育館に引き続

き施設の LED 化を図る。また、

老朽化した施設の修繕を計画的

に実施する。 

 

■新北部公民館施設整備 

 昭和 57 年施工で緊急避難所に指定

されている公民館の老朽化が進み、ま

た一部が土砂災害の危険区域にも入

っているため、早急に移転建設する必

要がある。 

 

生涯学習機能と地域交流機能

を持ち合わせた施設の建設を検

討し、計画的に整備する。 

■オークタウン加西施設整備 

 昭和 61 年の建設以来、設備の更新

ができていないため、老朽化の進む施

設の環境改善に取り組む必要がある。 

令和３年度の体育館に引き続

き研修棟のLED化を図る。また、

感染症予防の観点から、自動混合

水栓を整備する。 
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こども未来課 

 

■小規模保育所施設整備 

 女性の社会進出が進み、また幼児教

育・保育の無償化もあり 3 歳児未満

児の保育需要が増大しています。 

家庭保育の支援策として令和 3 年

度 2 園の小規模保育事業所の整備を

進め、さらに令和 4 年度 2 園の整備

を目指します。 

 

・民間施設の設置 2 園 

 

 

■保育教諭の確保と人材育成 

幼児期の教育・保育の質の向上を進め

ていくには、保育教諭の雇用と人材育

成が大きな課題となっている。私立園

の正規職員雇用を促進するため、就労

を開始した年度から最長３年間、月額

２万円、最大 72 万円の支援金を保育

教諭に支給する。 

 

・保育人材確保対策補助金 

・就職フェア等の雇用支援 

 

■学童保育施設の整備・充実 

学童保育については今後においても

利用者の増加が見込まれ、受け皿を整

備していく必要がある。泉学童、賀茂

学童の園舎については施設も老朽し

ており、非耐震施設である。園舎を改

築し、学童保育事業の拡充を図る。 

 

・泉学童保育園施設の整備 

・賀茂学童保育園施設の整備 
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1
/
2
9

3
/
1
6

加
西

市
未

来
の

学
校

構
想

検
討

委
員

会

　
　

諮
問

1
0
/
1
1

　
　

現
状

課
題

の
把

握

　
　

学
校

の
あ

り
方

素
案

の
作

成
1
2
/
2
0

　
　

め
ざ

す
べ

き
方

向
性

の
検

討

　
　

市
民

ア
ン

ケ
ー

ト

　
　

先
進

地
視

察

　
　

素
案

完
成

・
答

申

学
校

あ
り

方
学

習
会

（
教

員
）

8
/
1
8

会
議

報
告

会
（

教
員

・
保

護
者

)

計
画

説
明

会
（

1
0
0
人

委
員

会
）

議
会

審
議

令
和

3
年

1
0
月

1
9
日

現
在

学
校

あ
り

方
検

討
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル

令
和

５
年

度
令

和
３

年
度

令
和

４
年

度
令

和
元

年
度

令
和

２
年

度
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